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わが国の年間の石油消費量は2億7千5百万LZ(1978年)

でそのうちの約98%は海外からの輸入に頼っている.最

近のように不安定祖原油供給状態の下では世界の主要

石油消費国はどこでも相当量の石油を備蓄し不時の事

態に備えようとしている.

統計からみると石油は1次エネルギｰの74.6%(1977年)

を占め他の石炭水力原子力などよりもはるかに大

きな比重を占めている.代替エネルギｰの開発により

数年先には石油の割合を60%台に押し下げ10年後には50

%に持って行くことカミ目標とされているが当分の間は

エネルギｰの大半は石油に頼らざるを得祖いのカミ現況で

ある.

西欧諸国では最も備蓄水準の高いスイスをはじめと

していずれも140～100目分の消費量に相当する石油の

備蓄を行っている.

わが国では1975年(昭和50年)の石油備蓄法により

一定量以上の石油を扱う民間精製･販売および輸入業者

は70～90目の消費量に相当する石油を常時保有すること

が義務づけられるようになった.この民間備蓄は1979年
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(昭和54年)末で約80日原油に換算して約6,000万厨の

水準に達している.これに加えて国家備蓄すなわ

ち国による備蓄を推進しなければならないという機運が

たかまり当面1982年(昭和57年度末)までに1,000万kZ

長期的には3,000万kZの備蓄を行うことが資源エネルギ

ｰ庁により示されている.

石油の貯蔵方式としては各地の臨海工業地帯で見な

れている地上タンクが最も一般的であり在来はほとん

どすべて地上タンクに収容されていたと言ってよい.

いわゆる石油危機を契機としていろいろな他の貯蔵方

法が検討されるようにたった.現在その備蓄方法は

次の3型式に大きく分けることができるであろう.

洋上備

地上備

地下値

董

蛮

蛮

洋上備蓄は現在長崎県などで行われているタンカｰに

貯油したまま洋上を遊犬するものでわが国独特の方式

である.陸上備蓄は在来の陸上タンクである.タン

クを半分地下に沈めた半地下式タンク
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フ;

イ(＼､､ら実施されていた方法で地下の大規

さ､模な空洞に石油を貯蔵する方法である.

フ'

ン1わが国で一時採収を終った油･ガス

ド1目ヨあるいは地下の背斜構造中の多孔質

/層に石油を貯蔵することが計画された

1ことがあったがここで登場する地下
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貯蔵はこのようなアイデアとは全く

異なった新しい発想にもとづくもので

ある.

地下方式による石油備蓄はわが国

にとって全く新しい計画であるが上

に述べたように欧米諸国では多くの実

績カミある.今回科学技術庁の在外

研究基金により2月8目より3月9

目にかけて北欧およびアメリカにお

第1図スカ;/ジナビア南部�
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石油地下備蓄の型式

ける石油地下備蓄技術の現況を見ることができた.本

篇ではそのうち北欧関係をご報告することにしたい.

地下貯蔵の型式

石油を地下の岩盤内に貯蔵する方法には各国それぞ

れの地質･岩盤条件技術背景に応じていろいろな方式

が考えられているがわが国で石油備蓄の重要性が認識

され始めた頃から石油地下備蓄技術の研究を行ってき

た日本立地センタｰの石油地下備蓄研究委員会では各

方面から提案あるいは計画された多くの方式を第2図の

ような4型式にまとめている.

Aは硬質地盤竪穴巻立式であり地下水面より上位

の岩盤中に円筒竪穴式の空洞を作り周囲を鉄板あるい

は鉄筋コンクリｰトで巻立てる方式である.Bは横穴'

巻立式と呼ばれ適当な深さの岩盤内にトンネル状空洞

を掘削しその内壁を鋼板あるいは鉄筋コンクリ｣トな

どで巻立てる.トンネノレ空洞の深さは地下水面上が

あるいは地下水面下であってもあまり水圧の大きくな

い程度の浅い位置である.Cは横穴水封式と呼ばれ

る.これも地下水面下の岩盤内にトンネル状空洞を

掘削する型式であるがBのように内壁に巻立を施すこ

とをせず裸壁のままとして空洞周辺の水圧によって空

洞内に貯蔵される石油を空洞に閉じ込める方式である.

Dは軟質地盤竪穴巻立式でAと同じように円筒状の竪

穴を地下に掘削し内壁の巻立を行うがAと異なって

埋立地盤や第四紀層のごとき軟質地盤中に作られる.

AとDは完全に地下に滞らず一部が地上にあらわれる

半地下式となることもある.

これらの型式にはそれぞれ一長一短がある.どの型

式を採るかは地質･岩盤の状況地形･港湾などの条件

建設経費操業間題を検討して行う.軟質地盤ではほ

ぼ一義的にDの型式が採用されるであろう.

Dを除いた他の3型式は地下岩盤内に大規模在空洞

を掘削するのであるから当然ある程度の竪硬さがなく

てはならない.4型式のなかで硬質地盤いわゆる

岩盤内に建設されている西欧諸国の地下備蓄空洞をみる

とそのほとんどカミ横穴水封式である.

以下とくに断らない限りこの型式について話を進

めよう.

水封式空洞

横穴水封式(以下水封式と呼ぶ)貯油空洞の特徴は非巻

立すたわち岩盤内に空洞を掘削したのち原則とし

てその内壁を何らの被覆もしないままの裸壁のままで

石油を空洞内に貯留しておくことである.このような

ことで長期間石油を空洞内に漏洩なしで閉じ込めておく

ことが可能なのであろうか.

水封の原理を考えてみよう.第3図の左上は通常の

岩盤の状態である.地表下の岩盤は極端に透水性の悪

い粘土などを除き普通その空隙は水で満されている

と考えてよいであろう.従って左下のように岩盤

(基盤)内に横穴型の空洞を掘削すると空洞内は地下

水で充満されることになる.この空洞から右上の図の

ように排水を行うと空洞内の水はなくなり空洞周辺の

岩盤からは絶えず地下水がじわじわと濠出する状態にな

るであろう.この状態の空洞中に石油を入れるのであ

る(右ド)世この時石油の比重は水よりも小さいので

石油は常に空洞内地下水(ウォｰタｰベッド)の上位にあ

りまた空洞周辺の水圧は空洞内部の石油の流体圧よ

りも大きいので石油は空洞内に封じ込められる状態に

狂る.これが水封式貯油空洞の原理である.

水封機能が岩盤内でうまく保持されるためには空洞

周辺の岩盤内における地下水の浸透性カミ適度に保たれて

いて水圧がその深度における静水圧よりも小さくなら

ないことが必要である,一方空洞壁から空洞内に入�



第3図横穴水封式石油地下貯蔵の原理

る地下水があまり多いと絶えず過大な地下水を排出し

荏けれぱなら狂いので経費上重大な問題となり事実上

貯油空洞として成立しない.

ウォｰタｰベッドの排水処理に関連して2つの貯油方

式がある(第4図).

その1つは第3図左のように空洞内に浸出してくる

地下水を空洞底部のポンプピットに集めそこから排水

ポンプで地表へ排水しウォｰタｰベッドを常に一定水

位に保つ方法である.固定水位法と呼ばれ現在一般

的に採用されている方式である.

その2は変動水位法と呼ばれガソリン･ナフサ

など揮発性の特に強い石油を貯蔵するのに適した方

法である.固定水位法ではウォｰタｰベッドの水

位は一定で貯蔵される石油の液面は貯蔵量によっ

て変動するが変動水位法では石油の液面が貯蔵

量にかかわらず一定位置に保たれることに在る.

この方法では石油の出し入れに応じてその量だけウ

ォｰタｰベッドの水位を上下させることになりポ

ンプ容量が空洞容積に比して大きくなけれぱならな

レ､.

水封式貯油空洞は北欧ではじめて試みられた方式

である.初期のころのトンネル空洞は幅と高さが

10-20mのオｰダｰで断面積が250m2程度長さ

200-300m程度で一つのトンネノレの容量は5万か

ら7万m3程度であったが最近では断面積400-

600m2で長さ400-500mで容量が15万から30万

m2もある大きなトンネノレが作られるようになった.

このようなトンネルを何個か連結して地下備蓄基地

が作られる.

第5図は北欧諸国における横穴水封式地下備蓄基地

のモデル的な図面である.この場合には8コのトン

ネノレ(備蓄基地ではキャバｰンと呼ばれる)が並列に並び

小さな横穴で連結されている.そのうち3コは点線

で恋お岩盤内に隠された部分として描かれている.か

りに1キャバｰンの平均容量を10万蜴とするとこれだ

けで80万良Zの備蓄基地ということに匁る.北欧のこの

型式の備蓄基地の多くは50から100万kZの容量をもっ

ている.フィンランドのボルボスウェｰデンのイエ

秘一堂抄

第4図

水封式の2つの貯油方式�
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チボリ備蓄基地(後述)在どは更に大きな備蓄容量を持

っている基地である.

この図でタンカｰ(1)よりの原油は地表近くに作られた

受払トンネノレ(6)から各キャバｰンに入れられる.このよ

うな固定水位法の備蓄システムではポンプ室(48)が

キャバｰンの外側に設けられる.キャバｰン(空洞)

内のウオニタｰベッドからの排水は各キャバｰンの底

部につけられた小さいトンネルの中のバイブを通じて行

われる.そこからポンプによってパイプ立坑をのぼり

受払トンネルを通じて排水が行われる.本図のように

キャバｰンの数が多いとポンプ室も複数作られる.

石油の出し入れ排水などこれらの操作は地上のコ

ントロｰルセンタｰ(2)で行われる.(5)はキャバｰンを

掘削するために地上から作られた作業トンネルである.

キャバｰンは水封機能を保持するための必要な静水圧

を得る必要性から自然水位の下30から70m程度の深度

に作られる.

注)大部分の原油の比重は0.75から0.95の間にある.かり

に比重を0.90とすると原油1m3の重量は0.9kZl

kZの原油の体積は1.1m3である.1kZ-6.3バｰレノレ.

スウェｰデン

スウェｰデンの石油備蓄量は1977年で約80目分とい

われている.その約95%は地下備蓄によって行われ

石油化学製品用の5%が地上のタンクに備蓄されている

にすぎない.

石油備蓄はスウェｰデンにおいては次の3ツの目的

を持っている.

1.純戦時用スウェｰデンが戦争にまき込まれた場合に際し

て備蓄するもの

2.経済封鎖時用スウェｰデンが経済的に孤立状況になった

場合に際して備蓄するもの

3.平和時経済危機用平和時であっても石油供給事情の緊

迫化時にそなえて備蓄するもの

このような対応は西欧諸国では程度の差はあっても共

通である.1および2は国家的狂秘密となっており

実情をうかがうことはできない.3が上述の石油備蓄

量にほぼ相当するもので900ないし1,000万長Z程度と思

われる.

国家備蓄は経済防衛省(N.tion.lB｡｡｡dofE｡｡nomi.

D･f･n･･)によって管理されている.

スウェｰデンは前述したように石油地下備蓄の最も古

い歴史を持つ国である.関係者の談話によるとその

歴史は第2次大戦前に始まり初期の空洞内壁は鋼鉄で

被覆した.次に試みたのは鉄筋コンクリｰト被覆であ

ったがいずれの場合も石油内の水分による腐蝕などの

問題が生じたとの事である.水封式が行われるように

なったのは1940年からであったと言うことである.

地下備蓄の設計建造はSKANSKA,NYAASHALT

などの民間大手建設業者により行われている.

備蓄基地はほとんど南部に集中しているようである.

ストックホノレム近傍にはNorrkδping(備蓄容量120万kZ

9キャバｰン)Oxelδsund(100万kZ7キャバｰン)

Sδderta巧e(約20万kZ2キャバｰン)などの備蓄基地か

錦服1

灘嚢濃㌶篭ぶ下

⑫皿ソｰト籔一ノレセニノタｰ一

里③⑰バイヅ立坑�
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ありデンマｰクに近い海岸町イエテボリ(G6teborg)に

はスウェｰデンでおそらく最大規模の備蓄基地がある.

このうち私はGδteborg,Oxe16sund,S6derta1jeを

見ることができた.

イェテボリ(英語ではコッテンバｰグGothenburg)は

ナポレオン時代からスウェｰデンの海の玄関と言われる

程に発展してきた首都ストックホノレムに次ぐスウェｰ

デン第2の都市である.米国英国ドイツなど外国

からの貿易船豪華客船はみなこの港に錨をおろす.

ここにスウェｰデン最大の石油備蓄基地カミあるのも不

思議ではたい.

地下備蓄基地は既存の陸上備蓄基地の周囲にある.

(第6図).上側が第1区で長さ数百mのキャバｰシが

4基ほぼ東北東一西南笛方向に並列し貯油容量は

第7図片麻岩の露頭イエ列ミリにてスウ並一チバ)地…ド備蓄

基地はすべて先カンブリア紀のシｰル1沌構成する片麻岩ある

いは花筒岩中に建造されている

第6図

スウェｰデンイエチボリ

(9基)の上部および左上

部にそれぞれ120方および

160万kZの地下備蓄空洞群

(点線)がある

120万kZと言われている.陸上基地の右上側にあるの

が第2区で目下建設中のキャバｰンも含めて7基が北

西一南東に並ぶ.第2区は1981年に完成する予定で

160万kZの貯油容量に達するという.

この附近は先カンブリア系の変成花南岩や片麻岩(第

7図)であり構造方向は大局的に北東一南西である.

第1区の北東端には破砕帯がありこの破砕帯を避けて

その両側に両区のキャバｰン群が作られた.

キャバｰンの幅はほぼ20m高さはほぼ30mである.

キャバｰンの掘削は3期に分けて行い上段中段下

段と進んで行く(第8図).掘削機械は非常に巨大淀も

のであるがトンネルは更に巨大なので写真ではそれ程

目立たない.掘削中も掘削後もトンネルの壁は完全に

裸岩のままで何の補強何の被覆もない.表しい程の

第8幽掘削中の貯油トンネル(キャバｰン)幅約20mこれは3

段のうちの中段掘削時であり下段まで掘り終ると高さは約30

mとなるイエテボリ�
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堅硬恋岩盤である(第9,10図).地底でこの堅硬な岩

盤が手もなく切り崩され巨大な空洞が払がって行く有

様はまさに身体がみぶるいするような1つのスペクタ

ルであった.

Oxe1osundはストックホルムから南西約100たmのバ

ルト海に面した町である.ここには附近の火力発電所

に供給するための重油を貯蔵する容量100万kZの地下備

蓄基地がOxe1osmd港に作られている.重油は50-

6ぴCの常温よりも高い温度で貯蔵されるために加熱装

置カミ必要である(第10,11図).第11図右はキャバｰン

底部と同じ深さに設けられたポンプ室内部である(第5

図参照).｡

Soder†a1jeはストックホルムから僅か50たmに位置す

る備蓄基地で同じく重油類を貯蔵するためのキャバｰ

ンが建造中である.キャバｰンの底部は海面下60mと

いうことである･ここはスウェｰデンでは小規模の地

下備蓄基地であり作業トンネルから貯油ギャバｰンヘ

のつながりの様子きヤバｰン同志の連絡と地質の状態

などよく観察することができた(第12図).

ストックホルムでは地下備蓄基地のほかに市当局が

建設している地域暖房用トンネルと地下鉄トンネルを

視察することができた.前者は北欧独特のプランで高

熱蒸気を配管するためのパイプをすべて地下トンネルに

埋没し全市の全戸に配給する暖房用蒸気を一元的なシ

ステムにして経費を節減しようという野心的な試みであ

る.トンネルの断面は幅約4.0m高さ3.5mで総延

長は5長mに達するという説明であった.これは市街

地の真下を通るために市当局によって決められた安全･

環境規制があり､原則として内陸はすべてコンクリｰ

トの巻立をすることに桓っている.

後者の地下鉄トンネルは全市で延120kmの距離を持

っている.断面は単線で幅5m高さ5m複線部で幅

8m高さ6mである.あらためて貯油トンネルのなみ

外れた大きさがわかるであろう.

スウェｰデンの岩盤の堅硬さはおそらく世界随一であ

ろう.掘削に多くのエネルギｰを必要とするが掘削

後の岩盤の安定性が良いので大規模な掘削機が続々作

られるようになった今ではその堅硬さはかえって石

油備蓄トンネルのよう恋大規模地下工事には工学的にも

経済的にも利点となっているように思われる.

アトラス･コプコ(At1.sC.p.o)はこのような大規

模地下掘削中のトンネノレ掘進機械を作っているスウェｰ

デンのメｰカｰである.ストックホルムにある同社の

展示室には見上げるよう祖ジャンボ掘進機やロｰダｰが

展示してあるカミ面白かったのはその地下が新製品の性

能テスト場となっておりトンネル壁には無数の穴が開

けられていたことである.

ストックホルムの北を針葉樹と氷食湖の間を一直線に

伸びるハイウエイに沿って約100km行くと古都ウプ

サラに到着する.ストックホルムを東京とすればウ

プサラは京都に相当する文教都市である.ここにスウ

ェｰデン地質調査所がある(第13図).スウェｰデンの

人口は800万で日本の約7%に過ぎ扱いが地質調査所

は約700人の人員を擁し日本のそれよりも大きい.先

第四紀第四紀および水理地質地球物理および地球化

学の4部よりなる.半目に亘って内部を案内して頂い

たが最も興味深かったのはスウェｰデン地質調査所で

は研究予算の1割は民間コンサルトと同じように自分

で稼ぐのだという話であった.

第13図ウプサラのスウェｰデン地質調査所

第14図ウプサラ大学のRamberg教授(左)の構造地質実験室にて

中央はトンネル工学の権威Fischer教授�
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策15図

フィンランド最大の石油地下備蓄基地ボ

ルボ貯油トンネル(キャバｰ1■)は既

存の陸上石油タンク地域の下部の岩盤下

に作られている(白抜き点線の部分)

ウプサラにはまたスウェｰデン最古の大学ウプサラ

大学がある.街路も湖も都会も森林もすべてが静

寂感のあるこの国にあってひときわと静寂な一画そ

れが雪と氷におおわれた大学のキャンバスであった.

その1隅にはバイキングの英雄の碑と共に曾っての国

連事務総長ハマｰショルド博士の墓もあった.私はこ

こで私の短かい旅行のなかのつかの間の週末を地質学

教室の構造実験室や土木工学教室を歴訪することで過す

ことができた.

フィンランド

フィンランドの原油年間消費量は約1,200万kZ(1978)

と言われる.商業(民間)備蓄は130から300万kZ

(1979)の間である.この他におそらく1,000万kZ程

度の国家備蓄が8-10か所の地下備蓄基地において行れ

ていると思われる.正確な数字はスウェｰデンの場合

と同じ理由によって分らない.フィンランドではスウ

ェｰデンよりも備蓄に対する考え方が真剣であるように

思われる.これはこの国が直面している政治的事情や

経済立地上の問題があるからであろう.後者について

は1年の約半分は凍結その他の自然地理的理由によりタ

ンカｰが自国の港へ入港できないそうである.

フィンランドにはNesteと呼ばれる石油分社があり

国内における石油精製を一手に行っている.石油貯蔵

もNesteが関与する部分が非常に大きい.Nesteはフ

ィンランドで著名な他の3企業体臥｡no(技術コンサノレ

タント会社)Lohja(採鉱建設電気関係の大手会社)

Vesto(建設コンサルタント会社)と共に石油地下貯蔵に関

する技術会社Finncavem杜を設立し地下備蓄基地の

建設および操業を行っている.

石油地下備蓄基地としては前述したボルボが最大で

あるがこのほかにバノレト沿岸の各地にNaantali(貯油

容量約25万kZ)など数か所の基地がある.

ボルボはバルト海に沿ってフィンランドの首都ヘルシ

ンキから約50たm東方に行ったところにありここに

Nesteの操業する石油精油所の地下に備蓄基地が作られ

ている.陸上タンクの下に19基のキャバｰンが第15図

のように分散して作られている.キャバｰンの建造は

1967年に始まった.この頃作られたキャバｰンは原油

用のもので容量は6万から7万m3であったがその後除

隊に大容量のキャバｰンが作られるようになり1972年

から75年にかけて建造されたキャバｰンは1基で50から

60万m3の容量を持っている.現在全容量は440万m3

と言われている.貯蔵油種は大部分が石油であるがそ

のほかに軽油重油ブタンなどである.

フィンランドの地下備蓄基地の形態も本質的にはスウ

ェｰデンと同様である.しかし横穴トンネル(キャ

バｰン)の断面は若干異るようである.ヘルシンキ近

傍などフィンランド南部を見ると岩石はミグマタイト

と花闇岩が多く(第18図)スウェｰデン南部より更に岩

石の堅硬さが増しているよう抵印象をうける.

キャバｰンの模様ポンプ室の様子などは共通する所

第16図ボルボにあるNeste石油分杜と筆者�
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策17図ポンプ窪と貯油トンネルとのプラグ

第18図ミグアタイトの露頭

ヘノレシンキ近傍

が多いので重複は避けたい.ただ貯油キャバｰンとド

ライポンプ室との直結部分プラグの例区は出してないの

でこれを第17図に示そう.第5図と対応しながら見て

頂きたい.

北欧の岩盤は物性的に強固で割れ目も少ないのでキャ

バｰンの力学的安定性についてはほとんど問題にしてい

ないように見受けられた.Nesteと共に地下備蓄技術

会社Finncavemを経営しているし｡hjaの石灰岩鉱山を

ボルボの前日に見学したがここではボルボの貯油トン

ネノレよりも大きな石灰岩採掘跡空洞がありいわゆる岩

石力学的検討は採鉱会社の地質･鉱山技術者により行わ

れているような印象をうけた.Ncsteはボノレボにおい

ても更にキャバｰンの増設を考慮しているとの事であり

このような新地域に対しては地殻応力測定(いわゆる初

期応力測定)などの基礎調査も行っているようであった.

これは有名なHastの測定法によるものであってボｰ

リング孔を利用したその測定法は私達が現在日本で試行

している方法と手順･操作ともそっくりで非常に共感を

覚えた次第であった.

予備地質調査で最も注意を注いでいるのは破砕帯の

調査である.その重要性はスウェｰデンのイエテボリ

の例でよく示されている.1つ1つのキャバｰンは長

い程経済性がよいので破砕帯さえなければか怒りの長さ

に伸ばせるようである.スカンディナビアのように

僅かの第四紀層をのぞいてほとんどが先カンブリヤ系の

第19図ストックホルム旧市街右手はヨ三宮

第20図目印でもほとんど太陽の見えない冬期のヘルシンキ市�
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硬質岩より成る地域では破砕帯の検知には航空写真が

非常に有効であると聞いた.これは飛行機上からたま

たま私が撮った写真(第21図)によってもよく分るであろ

う.ヘルシンキ市は独自の地盤構造調査室(G･ot･･h-

ni｡｡1｡伍｡｡)を持って驚く程精綴な地盤構造図を作成して

いるがこれにも大いに航空写真を活用しているという

ことである.

ヘノレシンキからLOhjaに行く途中にフィンランド地質

調査所がある.フィンランドの人口は470万人でスウ

ェｰデンにも及ばないがそれでも日本の地調よりも多

い約500人の人員を抱えているそうである.岩石第

四紀探鉱地球物理地球化学の5部を持っている.

あとがき

この旅行が決ったとき多くの人から何故最悪の季節に

北欧へ行くのかとからかわれたものである･この選択

は私の意志で行われたわけではないのだが私はこの時

期に行くことにある期待を持っていた.不動産を買う

ときはあらしの目に行ってみるとよく言われる.外国

旅行もこれと同じで最も気候の厳しい時こそその国の真

実が最もあらわれるものである.

コペンハｰゲンからヘルシンキヘそしてさらにスト

ックホルムからオスロヘと北欧4カ国を一巡した2週

間余の旅行で心に残った印象は雪と氷の国に棲む快活

な巨人達のことである.

白色瞳々ただ無限にひろがるシベリア上空を経て成田

から12時間後に降り立ったモスクワ空港の階段の冷え

きった氷の冷たさデンマｰク全土をしっかりと閉じ込

めている氷の雲にいささかうんざりして文もや雪のヘ

ルシンキ空港に降り立った私を迎えてくれたのはNeste

石油分社KosmEN氏であった.2mは越えそうな長

身からでてきた歓迎の言の明るいトｰンに私はびっくり

したのである.その後アメリカに渡るまで私は緑の

草にはお目にかからなかったような気がするがフィン

ランドスウェｰデンで私を案内してくれた人達いづ

れも地質屋であり鉱山屋であり土木屋であったが春

のような明るい声の巨人連中であった.

かくの如き自然条件の厳しい国々の技術者の哲学は

実学に向ってそのひたむきの追究とそれによってもた

らされた自国の技術に対するゆるぎない自信であると

私は思う.国立機関であるスウェｰデン地質調査所が

経常費の1部を自ら注文取りをして稼ぐという姿勢はそ

の端的粗例であろう.

岩盤内地下貯蔵技術は我々が自らの手で確立した技術

であると北欧技術者の目はたえず語っていたような気が

する.1977年9月にストックホルムでRockStore'77

というシンポジウムが開催された.その名の示すよう

に各種物質の岩盤内貯蔵技術に関する国際会議であり

その対象は石油ガスに止まらず地下発電所や核廃棄

物から食品貯蔵軍用地下施設など多岐に渡っている.

この時には西欧および日本の10か国から800人弱が参加

して60余編の論文が発表されている.

ROckStoreの第2回シンポジウムは地下空洞技術

(Sub･u･f…Sp…)という副題を附して今年1980年6

月に再びスウェｰデンで開催された.組織委員会の名

誉会長にはグスタフ国王糸当たり大会では国王主催の

パｰティが行われたと聞いている.スウェｰデンが岩

盤貯蔵技術に賭ける意気込みがよく分るというものであ

る.

わが国では1975年ごろから土木業界を中心に石油地下

貯蔵への関心が高まり1975年から通産省内でもこれに関

する研究委員会を設置し日本立地センタｰに委託する

などしてわが国における技術開発の方策を研究してきた

が昨年度より愛媛県菊間町の太陽石油敷

地内の花開岩中に容量2万5千しZの実験キ

ャバｰンを作り各種の実証実験を行うこ

とになった.

地質的観点からの地下貯蔵技術に関して

は岩盤物性断裂系と水封機能などが重要

桂問題である.石油地下貯蔵の地質的

技術的問題についてはいずれ続篇として報

告したい.

また北欧に引続いて行った米国における石

油地下貯蔵の報告も別の機会に譲りたい.

本稿の図の1部に清水建設大成建設戸田建

設の技術パンフレットを使用させて頂いたこと

を記して感謝の意を表する.

第21図スカンジナビア･シｰルドを空からみるオスロ附近

地形にあらわれている

地質構造力茎よく�


